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 「聴かせてケロ！！ケロッとカフェ（旧メディカ

ルカフェ in 東白楽）」は、横浜市磯子地域ケアプラ

ザに拠点を移し、Online ハイブリッドカフェを毎月

開催しています。 

 名前のとおり、皆さんのお悩みを「聴いて」そし

て「話せる」癒しの場のご提供をモットーに様々な

イベントを定期的に開催しています。 

 来る５月１４日（日）には「あなたらしく生きる

ための緩和ケア」と題して、「緩和ケア医」の大分ふ

ぐカフェ店長・林良彦先生をお迎えした講演会を開

催します。緩和ケアを通して、患者さん、そのご家

族と関わり続けていく中で感じた事や心に残ったエ

ピソードを話してくださいます。 

 会場は都内からでもアクセスしやすい「上大岡駅」

駅直結の福祉保健研修交流センター 「ウィリング

横浜 12F」です。 

「がん哲学市民学会副代表」の安藤潔先生を交えて

の質疑応答、余興には篠笛ふぢさんの演奏など盛り

だくさんの内容です。 

 がんに限らず病気と闘うご本人やご家族、医療関

係者のほか、どなたでもご参加いただけます。 

 どんな事でも話し合える場所になれば幸いです。

なお、参加費は「無料」です。 

「聴かせてケロ！」 

   ケロッとカフェ 広報担当  澤 靖彦 

 川口がん哲学カフェいずみは、2023 年 1 月 14 日

に開所 6 周年記念講演会を行いました。講師の樋野

興夫先生には、今回もご無理を申し上げ「スライド

なし」で講演をお願いしました。樋野先生が参加者

のために、（本来投影するスライド用）資料をコピー

して渡すようにとご配慮くださいました。 

 講演会後、知人から「参加費無料の会で資料（A3

サイズ 20 枚！）をいただけたのはすごい！」とお言

葉をいただきました。また、参加者のある方から「樋

野先生は『寄り添うことと支えることは違う。寄り

添うことは、ちょっと手を差し延べること』と言わ

れました。私は、寄り添うとは、その人の苦しい思い

に共感し、時間を共有することではないかと思いま

した。しかし、自分自身がゆったりとしていないと、

できることではありません」と感想をいただきまし

た。がん哲学カフェいずみが、そのようなゆったり、

ほっこりしたひと時となれるようにと願います。 

 毎年 1 月に、樋野先生からたくさんの良き言葉、

気づきをいただいて、2 月からカフェが始まります。

コロナのこともあって、2021 年からオンラインカフ

ェを年 4 回開催しています。オンラインを含めて毎

月第 2 土曜日に開催しています。 

開所６周年を迎えて 

   川口がん哲学カフェいずみ 金田佐久子 

 


